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発刊にあたって
本研究会はrリモ ー トセンシング+とr分光Jの 関係につ い て明らかとして ､ リモ ー トセンシン
グに つ い て の 理解をさらに深めようというものである｡リモ ー トセンシングの 定義は｢艶れたと
ころから+, r物理的 な手 段で +､ r情報を得るJことである｡ 物理的手段としてl事電放浪を使
用することが 一 般的であるので ､｢分光学Jとは非常に深い 関係があるが ､ 一 般に ､ リモ ー トセ
ンシングを分光学的観点から､ 特に学会として 取り上 げることは少ないように 思われる｡ 本研
究会ではリモ ー トセンシングと分光学との 関係を基礎的な面ばかりでなく応用面 まで含めて .
どの ように関係しているの か . また､ 分光学的観点が 大きく取り上 げられていないとすれば､
それはなぜであるかを, 考えてみる機会としたい ｡
一 本シンポジウム は分光学会の協賛を得て ､ 千葉大学環境リモ ー トセンシング研究センタ ー
の共同利用研究の 一 環として計画され ､ 6月16日に千葉大学けやき会飽で約100名の参加
者を得て盛況 のうちに終了したが . リモ - トセンシングの 基礎的な講習会として の 役割も果せ
ると期待して おります｡
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